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1   はじめに 

タマリンド種子由来の多糖類キシログルカン(Ｘ

Ｇ)は主鎖にセルロース骨格、側鎖にキシロースあ

るいはガラクトキシロースを有しており、側鎖がつ

く事により立体障害を起こし、セルロースとは異な

り水溶性を示す。ＸＧの水溶液に低分子であるポリ

フェノール類を添加すると相互作用を起こし凝集し

てゲルを形成する。ゲルは白濁しており熱可逆性を

示す。これまで色素分子コンゴレッド(ＣＲ)とＸＧ

の混合ゲルの研究において、小角Ｘ線散乱法により

ＸＧ鎖に対して CR が介在し凝集体を形成すること

を提案してきた。本研究ではいくつかのポリフェノ

ール類を添加ゲルにおいて小角Ｘ線散乱を測定し化

学構造の異なるポリフェノール類の各凝集構造を検

討した。 

 

2   実験 

小角Ｘ線散乱測定はフォトンファクトリーのビー
ムライン BL-10C にて行った。タマリンド種子由来
ＸＧ試料はＤＳＰ五協フード＆ケミカル株式会社よ
り提供いただいたものを使用した。ＸＧとポリフェ
ノ ー ル で あ る 3,4-dihydroxybenzoic acid 、 3,5-

dihydroxybenzoic acid、ethyl 3,4-dihydroxybenzoate、
ethyl 3,5-dihydroxybenzoate をそれぞれ純水に 60℃以
上で加熱し、溶かしてストック溶液を作製し、所定
の混合比で混合し、濃度調製した。得られた溶液を
冷蔵庫(5℃)で数日間冷却して、小角Ｘ線散乱測定実
験に供した。 

 

3   結果および考察 

 図１はＸＧと 4 種のポリフェノール類混合ハイド

ロゲルからの小角Ｘ線散乱に対して Kratky 

plot(q2I(q) vs q)で示したものである。ここで I(q)は散

乱強度、q は散乱ベクトルの大きさで(4sinであ

る。ただしは入射Ｘ線の波長、2は散乱角である。

このプロットにおいてポリフェノールを添加するこ

とによって得られるゲルからの散乱にいくつかの特

徴的なピークを観測した。特に 3,4-dihydroxybenzoic 

acid は複数のピークが明確に現れた。これはナノレ

ベルにおいて、XG 鎖が何らか特徴的な凝集構造を

形成したことによるものである。これは CR 添加ゲ

ルの構造と類似していると考えられた[1]。その他の

3 種にはピークは現れなかった。したがって 3,4 位

の水酸基およびカルボキシル基がこの特徴的構造形

成には必須であることが分かった。この場合、ethyl 

3,5-dihydroxybenzoate 添加系はゲルを形成しなかっ

た。その他はゲル状態である。 

 

 

800

600

400

200

0

q
2
I(

q
)

0.40.30.20.10.0

q, Å
-1

XG3.0%
 3,4-Dihydroxybenzoic acid 1.0%
 3,4-Dihydroxybenzoic acid ethyl1.0%
 3,5-Dihydroxybenzoic acid 1.0%
 3,5-Dihydroxybenzoic acid ethyl1.0%
 XG3.0%

 
図１：キシログルカン-ポリフェノール類混合ハイ

ドロゲルからの小角 X線散乱に対する Kratky Plot. 
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